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は　しがき

本書は現代経営におけるヒトの問題を対象にしているのだが，非常に野心的

な編成になっているこ．とを読者に申し上げておきたい。すなわち，第1には，

入門書にも役立つが高度な専門家にも魅力をもつように，第2には，理論の展

開もするが実務になじんだ内容をもつように，という2つの目的を達成するよ

うに編成されていることである。そこで本書の編成を紹介しておこう。

全体は2つの領域に分かれている。1つほ，現代経営の人事労務管理の固有

の領域であって第1′－5章があてられている。もう1つは，現代経営の労使関

係の領域であって第6～10章がそれにあたる。全体としてはこのように分けら

れるのだが，もちろんそれぞれに重複する内容をもっていることはいうまでも

ない．

現代経営の人事労務管理を考察するためには，そもそも企業経営における人

事労務管理の形成時点における性格をまず明らかにしておかねばなるまい。こ

のような人事労務管理の形成は1920年代前半におけるアメリカにみられるの

だから，まず第1章「人事労務管理の形成」でその理論的性格を把握してほし

い。これを受けて第2章「現代の人事管理の問題領域」では人事労務管理の形

成期からの問題を追求しつつ現代経営の人事管理の諸問題を提示することを意

図した。

さて第3′－5章では，これらの諸問題についての知識を前提として現代日本

の企業経営の人事労務管理の中で主要な問題を取り上げて深く考察することと

した。3つの章はいずれもその掘り下げの深みにおいて本書の自負できる内容

をもっている。すなわち，第3章「現代経営の管理者の実虜的課題」では現代

経営の・カナメの実務者というべき管理者の業務の検討，それを通ずる管理者の

育成を論じている。第4章「現代経営における能力開発」では現代経営の中心

課題である人材能力の定義，育成，評価，専門化の問題を検討している。また

第5章「現代経営の賃金管理の課題」では報酬としての賃金がもつ実務上の諸

問題を網羅している。この第5章では労使関係の問題を考慮しており，そのま

ま次の第2の領域への橋渡しの役割ができるようになっている。

は　しが　き　iii

現代経営の労使関係の頚城については，まず第6章「現代の労使関係の問題

領域」で先進諸国全体を通ずる現代の労使関係の諸問題が開示されている。こ

れを受けて第7葦「労使関係の現代的理論」では現代アメリカの労使関係理論

が提出されている。この第7章は本書の人事労務管理編の第2章と同様な役割

を果たさせるために書かれた。

現代経営の労使関係の最大の問題は雇用問題であると考えられるので，第8

章「現代の雇用問題」がそのために置かれる。もちろん，賃金問題については

先述のように第5章でも取り上げてある。

本書を通ずる1つの問題意識は現代経営のヒトの問題の中心が労働への意識

にあるということである。そこで第9章「現代日本の労働者意識」という1章

を独立させて，日本における労働者意識の推移をしっかりと把握してみようと

試みた。

最後の第10章「現代の労働組合の課題」は第6ノー7章を受けて西ドイツの労

働組合がどのような活動を展開しているかということについて解析を行ない，

日本の労働組合活動に示唆を提供することを目的とした。

以上の編成で知られるように，本書は現代経営におけるヒトの諸問題を統一

的な意図のもとで解明することを目的としているという点で，またその意図に

応ずる導入の章を設けていることで入門者の欲求に十分に応ずることができ

る。だが，本書は同時に，あれこれの領域全部に分散することなく，焦点とさ

れる中心的課題を十分に掘り下げることで専門研究者，実務家の欲求にもこた

えようとしている。

最後に，本書の編成に参加していただいた執筆者各位に謝意を表しておきた

いとおもう。

1982年1月

津田眞激
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